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(57)【要約】
【課題】一部分に給水されたとしても万遍なく植栽基盤
全体に水分を行き渡らすことができ、且つ安価な植栽基
盤を提供する。
【解決手段】少なくとも底部を有し、底部上に育成材を
載置可能な植栽基盤において、底部は、水分を貯留又は
保持可能な複数の貯水又は保水用凹部と、貯水又は保水
用凹部相互を通水可能に連通する複数種類の連通部を有
し、全体として真空成形で成形してなる植栽基盤。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも底部を有し、該底部上に育成材を載置可能な植栽基盤において、
　該底部は、水分を貯留又は保持可能な複数の貯水又は保水用凹部と、
　該貯水又は保水用凹部相互を通水可能に連通する複数の連通部を有し、
　該連通部が複数種類有することを特徴とする植栽基盤。
【請求項２】
　前記連通部は、前記貯水又は保水用凹部相互を通水可能に形成された凹溝であり、凹溝
の深さが異なることを特徴とする請求項１記載の植栽基盤。
【請求項３】
　少なくとも底部を有し、該底部上に育成材を載置可能な植栽基盤において、
　該底部は、水分を貯留又は保持可能な複数の貯水又は保水用凹部を有し、
　該貯水又は保水用凹部は、相互を通水可能に連通する連通部にて連通されている第１の
貯水又は保水用凹部と、
　第１の貯水又は保水用凹部及び連通部に囲まれて、独立する第２の貯水又は保水用凹部
を有することを特徴とする植栽基盤。
【請求項４】
　前記底部から上方に筒状突出部を立設してなることを特徴とする請求項１～３の何れか
に記載の植栽基盤。
【請求項５】
　少なくとも底部と、側壁を有する上面開口のトレー形状に形成され、該底部上に育成材
を載置可能な植栽基盤において、
　該底部は、該側壁と略同一高さの筒状突出部と、水分を貯留又は保持可能な複数の貯水
又は保水用凹部と、該貯水又は保水用凹部相互を通水可能に連通する連通部を有し、
　該側壁は、給水管を配設可能な凹部を複数有することを特徴とする植栽基盤。
【請求項６】
　前記側壁には、鉤状連結部が外方に形成されていることを特徴とする請求項５記載の植
栽基盤。
【請求項７】
　前記筒状突出部の回りに、放射状に形成された補強用突状部が形成されていることを特
徴とする請求項４～６の何れかに記載の植栽基盤。
【請求項８】
　請求項１～７の何れかに記載の植栽基盤は、樹脂の真空成形にて形成されたことを特徴
とする植栽基盤。
【請求項９】
　少なくとも底部を有し、該底部上に育成材を載置可能な植栽基盤において、
　該底部は、水分を貯留又は保持可能な複数の貯水又は保水用凹部を有してなり、
　全体として樹脂の真空成形にて形成されていることを特徴とする植栽基盤。
【請求項１０】
　請求項１～９の何れかに記載の植栽基盤の施工方法において、敷設面又は植栽基盤の底
面裏面に粘着剤又は接着剤を塗布する工程と、植栽基盤を敷設面に敷設する工程と、植栽
基盤上に育成材を載置する工程と、育成材に植栽を施す工程を有することを特徴とする植
栽基盤の施工方法。
【請求項１１】
　少なくとも底部に水分を貯留又は保持可能な一定間隔で複数の貯水又は保水用凹部を有
し、
　該底部上に育成材を載置可能な植栽基盤を敷設面に複数敷設して緑化エリアを形成し、
　該緑化エリアと、縁部との間に存在する残余空間であるボーダー部の処理構造において
、
　該植栽基盤を切断してなる複数の切断片を組み合わせることにより、所定形状の植栽基
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盤を形成し、該ボーダー部に敷設してなることを特徴とする緑化エリアのボーダー部処理
構造。
【請求項１２】
　前記植栽基盤は側壁を有するトレー状に形成され、前記切断片を組み合わせることによ
り、側壁が外周に位置するように前記所定形状の植栽基盤が形成することを特徴とする請
求項１１記載の緑化エリアのボーダー部処理構造。
【請求項１３】
　前記切断片相互を接着することにより、前記所定形状の植栽基盤を形成することを特徴
とする請求項１１又は１２記載の緑化エリアのボーダー部処理構造。
【請求項１４】
　前記切断片は、少なくとも３片有し、略中間に位置する少なくとも１つの切断片の上に
、少なくとも２つの切断片を前記貯水又は保水用凹部を合わせた状態で載置する、或いは
少なくとも２つの切断片の上に、略中間に位置する少なくとも１つの切断片を載置するこ
とにより前記所定形状の植栽基盤を形成することを特徴とする請求項１１～１３の何れか
に記載の緑化エリアのボーダー部処理構造。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建造物の屋上や屋根、ベランダ等における緑化対策の一貫として使用する植
栽基盤及び植栽基盤の施工方法、緑化エリアのボーダー部処理構造に係り、少なくとも底
部を有し、該底部上に育成材を載置可能な植栽基盤及び該植栽基盤の施工方法、該植栽基
盤により形成された緑化エリアのボーダー部処理構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、都市の緑化対策の重要性が認識されつつあり、建造物の屋上、傾斜屋根、ベラン
ダ等においても緑化が図られており、かかる緑化に貢献するものとして、特許文献１に箱
状の容器本体の底部に、縦横に延びる上げ底部と、この縦横の上げ底部で区画形成された
貯水凹部とが形成され、前記上げ底部には、貯水凹部からあふれ出た水を排水する排水口
が形成されており、前記容器本体の底部には、上げ底部よりも上方に突出した筒部が形成
されており、この筒部には、容器本体の周壁の排水高さよりも低い位置に排水孔が形成さ
れている緑化容器が開示されており、容器内に水を貯留できる構造となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－６２１５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１では、貯水凹部相互間を水が行き来できるような通水部
が存在しないため、貯水凹部内の水が多くなった場合に容器外へ排水されてしまうという
不具合が生じていた。
【０００５】
　つまり、容器に給水する場合に、容器全体に万遍なく給水する必要があるが、仮に容器
の一部分にだけ給水を行った場合は、給水されている箇所にのみ、或いは予め形成されて
いる敷設面の勾配による低勾配側に水分がかたよった状態で溜まり、容器全体に水分が行
き渡らなくなり、植物が枯れてしまうという不具合が生じていた。
【０００６】
　また、特許文献１の容器は、射出成形により成形されているため、高価なものとなって
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しまうという不具合が生じていた。
【０００７】
　また、コスト削減のため、容器自体を大きくする動きがあるが、このような場合、特許
文献１の容器は、矩形状に形成されており、１つの容器が入らない空間であるボーダー部
の処理が必要になるが、このボーダー部の処理構造に関して何ら開示がなく、決められた
広さの緑化エリアしか形成できないという不具合が生じていた。
【０００８】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであり、一部分に給水されたとしても早期に万遍
なく植栽基盤全体に水分を行き渡らすことができ、結果的に良好な植物の生育が可能な植
栽基盤を提供することを目的とする。
【０００９】
　また、本発明は、安価な植栽基盤を提供することを目的とする。
【００１０】
　また、本発明は、様々な形状の緑化エリアを簡易に形成可能な緑化エリアのボーダー部
処理構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の植栽基盤は、少なくとも底部を有し、該底部上に育成材を載置可能な植栽基盤
において、該底部は、水分を貯留又は保持可能な複数の貯水又は保水用凹部と、該貯水又
は保水用凹部相互を通水可能に連通する複数の連通部を有し、該連通部が複数種類有する
ことを特徴とする。
【００１２】
　本構成により、給水された水が貯水又は保水用凹部に溜まり、その後、貯水又は保水用
凹部に入りきらない水が連通部を通って、他の貯水又は保水用凹部に移動するため、全て
の貯水又は保水用凹部に早期に行き渡り、植物が枯れることを防止することができる。
【００１３】
　さらに、本発明の植栽基盤は、前記連通部は、前記貯水又は保水用凹部相互を通水可能
に形成された凹溝であり、凹溝の深さが異なることを特徴とする。
【００１４】
　本構成により、例えば、先に深さの深い凹溝を使って、貯水又は保水用凹部相互を行き
来し、その後、深さの浅い凹溝を使って、貯水又は保水用凹部相互を行き来できるため、
より一層、全体に早期に行き渡らすことができ、植物が枯れることを防止することができ
る。
【００１５】
　また、本発明の植栽基盤は、少なくとも底部を有し、該底部上に育成材を載置可能な植
栽基盤において、該底部は、水分を貯留又は保持可能な複数の貯水又は保水用凹部を有し
、該貯水又は保水用凹部は、相互を通水可能に連通する連通部にて連通されている第１の
貯水又は保水用凹部と、第１の貯水又は保水用凹部及び連通部に囲まれて、独立する第２
の貯水又は保水用凹部を有することを特徴とする。
【００１６】
　本構成により、貯水又は保水用凹部の水を全体に行き渡らすための第１の貯水又は保水
用凹部と、じっくり貯めるための第２の貯水又は保水用凹部を設けているため、全体に行
き渡らすことが出来ると共に、貯水又は保水可能な水分量も確保することができる。
【００１７】
　さらに、本発明の植栽基盤は、前記底部から上方に筒状突出部を立設してなることを特
徴とする。
【００１８】
　本構成により、育成材を載置する深さを筒状突出部により決定することができ、植栽基
盤上に均一に育成材を載置することが可能となると共に、載置作業が容易となる。また、
植栽基盤全体の強度アップにつながる。
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【００１９】
　また、本発明の植栽基盤は、少なくとも底部と、側壁を有する上面開口のトレー形状に
形成され、該底部上に育成材を載置可能な植栽基盤において、該底部は、該側壁と略同一
高さの筒状突出部と、水分を貯留又は保持可能な複数の貯水又は保水用凹部と、該貯水又
は保水用凹部相互を通水可能に連通する連通部を有し、該側壁は、給水管を配設可能な凹
部を複数有することを特徴とする植栽基盤。
【００２０】
　本構成により、給水に必要な給水管を配設することが容易となると共に、給水管の配設
位置を確実に決定することができ、且つ、植栽基盤全体に水分を行き渡らすことが可能と
なる。
【００２１】
　さらに、本発明の植栽基盤は、前記側壁には、鉤状連結部が外方に形成されていること
を特徴とする。
【００２２】
　本構成により、植栽基盤相互の位置決めを確実に行うことが可能となると共に、植栽基
盤相互の横ズレを未然に防止することが可能となる。
【００２３】
　さらに、本発明の植栽基盤は、前記筒状突出部の回りに、放射状に形成された補強用突
状部が形成されていることを特徴とする。
【００２４】
　本構成により、筒状突出部の強度が増し、多少の外力によって変形することが無くなり
、より一層確実に育成材を均一に載置することが可能となる。
【００２５】
　さらに、本発明の植栽基盤は、樹脂の真空成形にて形成されたことを特徴とする。
【００２６】
　本構成により、安価で軽量な植栽基盤を提供することが可能となる。
【００２７】
　また、本発明の植栽基盤は、少なくとも底部を有し、該底部上に育成材を載置可能な植
栽基盤において、該底部は、水分を貯留又は保持可能な複数の貯水又は保水用凹部を有し
てなり、全体として樹脂の真空成形にて形成されていることを特徴とする植栽基盤。
【００２８】
　本構成により、貯水又は保水可能な水分量を確保できると共に、安価で軽量な植栽基盤
を提供することが可能となる。
【００２９】
　また、本発明の植栽基盤の施工方法は、敷設面又は植栽基盤の底面裏面に粘着剤又は接
着剤を塗布する工程と、植栽基盤を敷設面に敷設する工程と、植栽基盤上に育成材を載置
する工程と、育成材に植栽を施す工程を有することを特徴とする。
【００３０】
　本構成により、より安価に、確実に、早く敷設面に施工することが可能となる。
【００３１】
　また、本発明の緑化エリアのボーダー部処理構造は、少なくとも底部に水分を貯留又は
保持可能な一定間隔で複数の貯水又は保水用凹部を有し、該底部上に育成材を載置可能な
植栽基盤を敷設面に複数敷設して緑化エリアを形成し、該緑化エリアと、縁部との間に存
在する残余空間であるボーダー部の処理構造において、該植栽基盤を切断してなる複数の
切断片を組み合わせることにより、所定形状の植栽基盤を形成し、該ボーダー部に敷設し
てなることを特徴とする。
【００３２】
　本構成により、簡易に様々な形状の緑化エリアを形成することが可能となると共に、別
途部材を使用しなくてもボーダー部の処理を行うことが可能となる。
【００３３】
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　さらに、本発明の緑化エリアのボーダー部処理構造は、前記植栽基盤は側壁を有するト
レー状に形成され、前記切断片を組み合わせることにより、側壁が外周に位置するように
前記所定形状の植栽基盤が形成することを特徴とする。
【００３４】
　本構成により、例えば育成材が粒状のものであっても、側壁が外周に位置するように形
成されているため、育成材の流出を未然に防止することができ、確実に植物を生育可能な
ボーダー部を提供することが可能となる。
【００３５】
　さらに、本発明の緑化エリアのボーダー部処理構造は、前記切断片相互を接着すること
により、前記所定形状の植栽基盤を形成することを特徴とする。
【００３６】
　本構成により、例えば育成材が粒状のものであっても、切断片相互間からの育成材の流
出を未然に防止することができ、確実に植物を生育可能なボーダー部を提供することが可
能となる。
【００３７】
　さらに、本発明の緑化エリアのボーダー部処理構造は、前記切断片は、少なくとも３片
有し、略中間に位置する少なくとも１つの切断片の上に、少なくとも２つの切断片を前記
貯水又は保水用凹部を合わせた状態で載置する、或いは少なくとも２つの切断片の上に、
略中間に位置する少なくとも１つの切断片を載置することにより前記所定形状の植栽基盤
を形成することを特徴とする。
【００３８】
　本構成により、例えば育成材が粒状のものであっても、切断片相互間からの育成材の流
出を未然に防止することができ、確実に植物を生育可能なボーダー部を提供することが可
能となると共に、ボーダー部における植栽基盤の強度が増し、安定した植栽基盤としての
役割を果たすことができる。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明の植栽基盤は、貯水又は保水用凹部相互間を連通部で連通しているため、水分を
植栽基盤全体に行き渡らすことが可能となり、結果的に植物に対して十分に水分を与える
ことができ、良好に生育させることが可能となる。
【００４０】
　また、本発明の植栽基盤は、真空成形にて形成した場合、安価で製造することが可能と
なる。
【００４１】
　また、本発明の植栽基盤の施工方法は、粘着剤又は接着剤で敷設面に貼り付けるだけで
良いため、安価に、且つ確実に、早く敷設面に施工することが可能となる。
【００４２】
　また、本発明の緑化エリアのボーダー部処理構造は、様々な形状の緑化エリアを簡易に
形成可能となり、且つボーダー部においても良好に植物を生育することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】（ａ）は、本発明の第１実施例の植栽基盤を示す平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ
）は（ａ）のＡ－Ａ矢視断面図、（ｄ）は（ａ）のＢ－Ｂ矢視断面図、（ｅ）は側面図、
（ｆ）は（ａ）のＣ－Ｃ矢視断面図、（ｇ）は（ａ）のＤ－Ｄ矢視断面図。
【図２】（ａ）は、本発明の第１実施例の植栽基盤を敷設面に敷設した状態を示す平面説
明図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ断面図。
【図３】は、本発明の第１実施例の植栽基盤を敷設面に敷設した状態での水の流れを示す
平面説明図。
【図４】（ａ）は、本発明の第２実施例の植栽基盤を示す平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ
）は（ａ）のＡ－Ａ矢視断面図、（ｄ）は（ａ）のＢ－Ｂ矢視断面図、（ｅ）は側面図、
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（ｆ）は（ａ）のＣ－Ｃ矢視断面図。
【図５】は、本発明の第２実施例の植栽基盤を敷設面に敷設した状態を示す平面説明図。
【図６】は、本発明の第２実施例の植栽基盤に対する給水管の配設状態を示す平面説明図
。
【図７】（ａ）は第３実施例の植栽基盤を示す平面図、（ｂ）は第４実施例の植栽基盤を
示す平面図、（ｃ）は第５実施例の植栽基盤を示す平面図、（ｄ）は第６実施例の植栽基
盤を示す平面図。
【図８】（ａ）は、本発明の植栽基盤に対する給水管の別実施例の配設状態を示す平面説
明図、（ｂ）は正面図。
【図９】（ａ）は給水管保持部材を使用した状態を示す一部拡大平面説明図、（ｂ）は給
水管保持部材の平面図、（ｃ）は給水管保持部材の側面図。
【図１０】（ａ）は第２実施例の植栽基盤の切断箇所を示す平面図、（ｂ）は（ａ）の切
断箇所にて切断した状態を示す平面図、（ｃ）は（ｂ）の切断片を組み合わせた状態を示
す平面図、（ｄ）は（ｃ）の更に切断箇所を示す平面図、（ｅ）は（ｄ）の切断箇所にて
切断した状態を示す平面図、（ｆ）は（ｅ）の切断片を組み合わせた状態を示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、本発明の植栽基盤及び植栽基盤の施工方法について、図面に沿って説明するが、
本発明は下記実施例に限定されるものではない。
【００４５】
　＜第１実施例＞
　図１～図３は本発明の第１実施例の植栽基盤を示し、図１は植栽基盤を示す図であり、
図２は植栽基盤を敷設面に敷設した状態を示す図であり、図３は植栽基盤の水の移動を示
す説明図である。
【００４６】
　図１に示すように、第１実施例の植栽基盤１００は平面視略正方形の平板状からなる底
部１０１と、この底部１０１に縦横４個ずつ均等に合計１６個が配列され、底部１０１よ
り下方に、且つ平面視正方形状にへこんでいる貯水又は保水用凹部１０２が形成されてお
り、この貯水又は保水用凹部１０２相互を凹溝からなる連通部１０３で連通している。尚
、植栽基盤１００の大きさは、３００ｍｍ×３００ｍｍ、３５０ｍｍ×３５０ｍｍ、５０
０ｍｍ×５００ｍｍ、６００ｍｍ×６００ｍｍ、１０００ｍｍ×１０００ｍｍ等適宜であ
るが、大きければ大きいほど、施工性が向上し、コストダウンとなる。
【００４７】
　この連通部１０３は、図面上、横方向に隣り合う貯水又は保水用凹部１０２相互を連通
する連通部１０３ａと、図面上、縦方向に隣り合う貯水又は保水用凹部１０２相互を連通
する連通部１０３ｂとで、溝の深さが異なっており、図示横方向の溝が深くなっている深
溝連通部１０３ａと、図示縦方向の深さが浅くなっている浅溝連通部１０３ｂで構成され
ている。
【００４８】
　また、縦横に隣り合う４個の貯水又は保水用凹部１０２及びこれらを連通する連通部１
０３ａ、１０３ｂに囲まれた底部１０１に、８方向に放射状に配置され、且つ底部１０１
を上下に貫通する１７個の孔１０４が穿設されており、余剰水が排水されると共に、通気
も可能な構造となっており、全体として真空成形にて形成されている。
【００４９】
　以上からなる植栽基盤１００を図２に示すように、敷設面１０５に隙間なく敷き詰め、
その上に、育成材１０６を載置し、その上に植物１０７を施すことにより、緑化エリア１
０８が形成されることとなる。尚、緑化エリア１０８が外周には縁部である縁石などの見
切り材１０９を設ける等適宜であり、全体として美観に優れた緑化エリア１０８が形成さ
れる。尚、敷設面１０５と植栽基盤１００の間には粘着剤又は接着剤を塗布していること
から、植栽基盤１００の耐負圧力が向上することとなる。この粘着剤又は接着剤の塗布は
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全面に行っても良く、又は部分的に塗布しても良く、更には塗布しなくても良い。尚、植
栽基盤１００の撤去或いは移設等を考慮すると、粘着剤の方が良い。上記見切り材１０９
としてはどのようなものであっても良く、石材、木材、発泡材、樹脂成型材、鋼板の折り
曲げ材、押出し成型材、ゴム等適宜であり、見切り材１０９は植栽基盤１００に固定、敷
設面１０５に固定、非固定等適宜であり、且つ固定方法も接着固定、粘着固定、ビス固定
、アンカー固定等適宜であり、緑化エリア１０８と非緑化エリアを仕切ることができれば
どのような構造、材質であっても良い。
【００５０】
　尚、図３に示すように、第１実施例の植栽基盤１００は、例えば、図面上で上が高勾配
で下が低勾配の場合、「０」の貯水又は保水用凹部１０２に給水などで水が供給され、「
０」部が満水になると、まず横方向の連通部１０３ａの溝が深い箇所を通って「１」更に
は「２」へと水が流れると共に貯水又は保水されていく。その後、横方向が全て満水とな
ると、次に連通部１０３ｂの溝が浅い縦方向で且つ勾配に沿って水が流れ、「３」、「４
」更には「５」へと水が流れると共に貯水又は保水されていくこととなり、確実に植栽基
盤１００全体に水分が行き渡ることとなる。尚、給水や降雨などで全ての貯水又は保水用
凹部１０２が満水となると、孔１０４或いは植栽基盤１００相互間から排水されることは
言うまでもない。
【００５１】
　尚、本発明で載置される育成材１０６としては、例えばパーライト、バーミキュウライ
ト、ピートモス、バーク堆肥、チャフコン、木質腐朽有機物、ゼオライト、木炭、下水或
いは浄水場から発生する汚泥、或いは汚泥の焼却灰、火山灰、竹炭等とすることができ、
又、これらの内の数種類を選定し、これらを保水性、排水性を良好にするためにバランス
良く配合したもの、若しくはこれらの数種類を層状に設けたもの、或いはこれらの単体で
若しくは配合して固化しブロック状にした軽量育成材や、スポンジ、ロックウール、ウレ
タン、ヤシガラ等の繊維材等を結合してなるマット状の軽量育成材等としてもよい。かか
る通気性良好な軽量育成材を育成材として採用することにより、植物の根が傷むことを防
止でき、又、これらの軽量育成材による荷重は従来の客土の約１／３程度であることから
、敷設面１０５への荷重負荷を軽減することができる。尚、ブロック状、或いはマット状
の育成材を使用すると施工性が向上すると共に飛散を防止することができる。また、粒状
の育成材を使用するとコスト低減効果を発揮することができる。
【００５２】
　また、育成材１０６に施される植物１０７は芝等の地被植物、草花、木、セダム等の多
肉植物、蔓性植物、苔等適宜であり、これらの組み合わせであっても良く、更には、これ
らの植物の種を播種して施す、或いはこれらの植物をマット状にして育成材上に載置する
、或いはこれらの植物をポット状として育成材に植栽を施す等適宜である。尚、ポット状
の植物を施す場合は、育成材１０６として、比重が重いものを使用する或いは上層だけ比
重の重いものを使用すると好適であり、育成材１０６の飛散防止効果が発揮できる。
【００５３】
　また、敷設面１０５とは、植栽基盤１００が設置可能な箇所であれば全て含まれ、例え
ば建物の屋上に直接、或いは防水シート上、或いは防水シート上に更に設けられた耐根シ
ート上等適宜であり、更には山部や谷部が連続して設けられる折板屋根等の平面である必
要もなく、植栽基盤１００を設置する箇所を意味している。
【００５４】
　本実施例の植栽基盤１００を使用することにより、例えば給水などを施す場合、給水な
どにより供給された水分が植栽基盤１００全体に行き渡るため、結果的に植物１０７に対
して十分に水分を与えることができ、良好に生育させることが可能となる。しかし、セダ
ムや苔等、植物１０７の種類によっては、給水を施す必要がなく、自然降雨で植物を生育
することができる。
【００５５】
　また、粘着剤又は接着剤で敷設面１０５に貼り付けるだけで良いため、安価に、且つ確
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実に、早く敷設面１０５に施工することが可能となる。
【００５６】
　また、底部１０１の裏面が凹凸形状となっているため、敷設面１０５に水分がたまるこ
とがなく、良好な排水が施される。
【００５７】
　また、孔１０４の敷設面と離れているため、排水が良好に行われるだけでなく、植物１
０７の根に対して新鮮な空気を送ることが可能であるため、良好な植物１０７の生育が可
能となっている。
【００５８】
　＜第２実施例＞
　次に、本発明の第２実施例について、上記第１実施例と異なる箇所の詳細を説明する。
図４～図６は本発明の第２実施例の植栽基盤を示し、図４は植栽基盤を示す図であり、図
５は植栽基盤を敷設面に敷設した状態を示す図であり、図６は植栽基盤と給水設備との関
係を示す図である。
【００５９】
　図４に示すように、第２実施例の植栽基盤２００は平面視略正方形の平板状からなる底
部２０１と、この底部２０１に縦横１０個ずつ均等に合計１００個が配列され、底部２０
１より下方に、且つ平面視略八角形状にへこんでいる貯水又は保水用凹部２０２ａが形成
されており、この貯水又は保水用凹部２０２ａ相互を凹溝からなる連通部２０３で連通し
ている。この貯水又は保水用凹部２０２ａが本願発明の第１の貯水又は保水用凹部２０２
ａを意味しており、相互に連通部２０３ａ、２０３ｂで連通された状態となっている。
【００６０】
　この連通部２０３は、図面上、横方向に隣り合う貯水又は保水用凹部２０２ａ相互を連
通する連通部２０３ｂと、図面上、縦方向に隣り合う貯水又は保水用凹部２０２ａ相互を
連通する連通部２０３ａとで、溝の深さが異なっており、図示横方向の溝が深くなってい
る深溝連通部２０３ａと、図示縦方向の溝が浅くなっている浅溝連通部２０３ｂで構成さ
れている。
【００６１】
　また、縦横に隣り合う４個の貯水又は保水用凹部２０２ａ及びこれらを連通する連通部
２０３ａ、２０３ｂに囲まれた底部２０１のうちの一部に、平面視略円形に下方にへこん
でなる貯水又は保水用凹部２０２ｂが形成されており、且つこの貯水又は保水用凹部２０
２ｂの略中心部に上方に前記底部２０１と略同一高さまで突出した面状部２１１が形成さ
れ、この面状部２１１に上下に貫通する孔２０４が穿設されており、余剰水が排水される
と共に通気が可能な構造となっている。更に、前記面状部２１１の周りに形成された貯水
又は保水用凹部２０２ｂを跨ぐように上方にトンネル状に突出した経路部２１２が四方に
形成されており、孔２０４から排出された余剰水がどの方向へも流れ出ることが可能で、
且つ通気も可能な構成となっている。尚、孔２０４は植栽基盤２００の辺中央相互を結ぶ
中心線上に存在する面状部２１１には、４つ穿設され、他の面状部には５つ穿設されてい
る。
【００６２】
　また、縦横に隣り合う４個の貯水又は保水用凹部２０２ａ及びこれらを連通する連通部
２０３ａ、２０３ｂに囲まれた底部のうちの前記面状部２１１が形成されていない箇所に
は、同様に貯水又は保水用凹部２０２ｂが形成され、且つこの貯水又は保水用凹部２０２
ｂの略中心部に前記面状部２１１よりも上方で、且つ後述する側壁２１５と略同一高さま
で突出している筒状突出部２１３が形成されており、この筒状突出部２１３の周りには補
強用突状部であるリブ２１４が四方に放射状に形成されている。これらの貯水又は保水用
凹部２０２ｂが本願発明の第２貯水又は保水用凹部２０２ｂを意味しており、独立して存
在している。また、筒状突出部２１３にリブ２１４を設けているため、ある程度の上方か
ら、或いは側方からの力による変形、破損を防止することが可能になっている。
【００６３】



(10) JP 2013-223473 A 2013.10.31

10

20

30

40

50

　また、底部２０１の周縁には、上方に側壁２１５が立設しており、且つ側壁２１５の上
端部を外方に屈曲延設してなる鉤状連結部２１６で形成されている。この鉤状連結部２１
６は、隣り合う２側壁が幅広及び高さの高い幅広連結部２１６ａとし、他の隣り合う２側
壁が幅狭及び高さの低い幅狭連結部２１６ｂとして形成され、この幅狭連結部２１６ｂに
他の植栽基盤の幅広連結部２１６ａを被せることにより、連結が可能な構成となっている
。また、角部分はこれら鉤状連結部２１６が干渉しないように切断部２１７が形成されて
おり、良好な連結作業を行うことが可能となっている。
【００６４】
　また、側壁２１５及び鉤状連結部２１６の上面には、後述する給水管２１９を配設可能
な凹部２１８が１つの側壁２１５に５箇所形成されており、好きな箇所に給水管２１９を
配設可能な構成となっている。
【００６５】
　以上からなる植栽基盤２００を図５に示すように、敷設面２０５に敷き詰める際に、幅
狭連結部２１６ａ上に幅広連結部２１６ｂを被せるように連結させながら敷設し、その上
に、育成材２０６を載置すると共に、前記凹部２１８に給水管２１９を配設し、更には育
成材２０６に植物２０７を施すことにより、緑化エリア２０８が形成されることとなる。
尚、上記第１実施例同様に、縁部である縁石などの見切り材２０９及び粘着剤又は接着剤
の塗布を行う。尚、後述するように給水管２１９を配設する際に、給水管２１９への水の
供給、停止を行う電磁弁２２１を収納するための電磁弁収納部材２２０が設けられており
、見切り材２０９の一部の役割を果たしている。
【００６６】
　前記育成材２０６を載置する際に、育成材２０６の厚さを必要としない植物２０７の場
合は、植栽基盤２００から立設している筒状突出部２１３の上端を育成材２０６の厚さと
して、均一に載置することができる。つまり、筒状突出部２１３の高さが育成材２０６の
最低の厚さの場合の目安としての役割を果たしている。また、育成材２０６の水平方向へ
の移動も未然に防止している。
【００６７】
　また、前記給水管２１９の配設方法は、図６に示すように電磁弁収納部材２２０に収納
された５つの電磁弁２２１から給水管２１９が出ており、１個の植栽基盤２００の１辺に
設けられた５つの凹部２１８から植栽基盤２００内に給水管２１９が入り込んでおり、各
給水管２１９は屈曲しながら、且つそれぞれの凹部２１８を利用して各植栽基盤２００に
行き渡り、給水を可能にしている。尚、給水管２１９としては多孔質パイプ、浸み出しパ
イプ、ドリップパイプ等適宜である。
【００６８】
　本実施例の植栽基盤２００を使用することにより、第１実施例の効果及び実施例の説明
中に説明した効果を奏すると共に、電磁弁収納部材２２０を見切り材２０９の一部として
使用するため、別途電磁弁２２１を収納するための部材を設ける必要がなく、美観に優れ
た緑化エリア２０８を形成することが可能と共に、コストダウン効果も得られる。
【００６９】
　また、給水管２１９を緑化エリア２０８内で引きまわしているため、別途緑化エリア２
０８外に給水管２１９を収納するための部材を設ける必要が無く、美観に優れた緑化エリ
ア２０８を形成することが可能と共に、コストダウン効果も得られる。
【００７０】
　また、給水管２１９は植栽基盤２００の凹部２１８を通って、植栽基盤２００内に入り
込んでいるため、給水管２１９自体が安定して配設することが可能であると共に、移動す
る虞が無く、確実に給水を行うことができる。
【００７１】
　また、筒状突出部２１３の下端に貯水又は保水用凹部２０２ｂが存在するため、植物２
０７の根が筒状突出部２１３に沿って下方へ向かい、水分が存在する貯水又は保水用凹部
２０２ｂに到達するため、確実に植物２０７へ水分が供給され、良好な生育が可能と共に
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、根絡みも良好で、植物２０７の飛散防止効果も得られる。また、筒状突出部２１３の下
端が敷設面２０５に当接していることから、強度向上が図られている。
【００７２】
　また、連通部２０３で連通されている第１の貯水又は保水用凹部２０２ａと独立して存
在している第２の貯水又は保水用凹部２０３ｂが存在するため、十分な貯水又は保水量を
確保できると共に、第１の貯水又は保水用凹部２０２ａに貯水又は保水されている水分は
連通部２０３を利用して早期に植栽基盤２００全体に行き渡らすと共に、第２の貯水又は
保水用凹部２０２ｂに貯水又は保水されている水分は育成材２０６の毛細管現象を利用し
て徐々に植栽基盤２００全体に行き渡らすことができ、良好な植物２０７の生育が可能と
なっている。また、貯水又は保水用凹部２０３を複数有することから、敷設面２０５に当
接する面が増え、粘着或いは接着面が増えて敷設面２０５への固定強度が向上する。
【００７３】
　また、側壁２１５が存在することから、育成材２０６が粒状であっても対応することが
でき、育成材２０６が流出することを防止可能となっており、また、植栽基盤２００を敷
設面２０５に敷設する前に、予め植栽基盤２００に育成材２０６を載置充填して、敷設面
２０５に敷設する、或いは植栽基盤２００に育成材２０６を載置充填すると共に植物２０
７を施しておいて、敷設面２０５に敷設する等、様々な対応が可能となっているが、植栽
基盤２００の強度等によっては、育成材２０６の載置充填及び植物２０７を施す工程は敷
設面２０５への敷設後の方が良い場合もある。
【００７４】
　また、鉤状連結部２１６により植栽基盤２００相互を連結しているため、耐負圧に対し
て強くなると共に、植栽基盤２００の移動、植栽基盤２００相互の隙間等の発生を防止す
ることが可能となっており、確実に、簡単に敷設面２０５に植栽基盤２００を複数敷設す
ることが可能となっており、植栽基盤２００相互の位置ずれも未然に防止することができ
る。
【００７５】
　＜実施例の変形例等＞
　以上、本発明の実施例について説明したが、本発明は要旨の範囲内において、拡張及び
変形が可能であり、各発明や実施例の構成の他に、これらの部分的な構成を本明細書開示
の他の構成に変更して特定したもの、或いはこれらの構成に本明細書開示の他の構成を付
加して特定したもの、或いはこれらの部分的な構成を部分的な作用構成が得られる限度で
削除して特定した上位概念化したものも含まれ、例えば下記のような変形例も包含される
。
【００７６】
　上記植栽基盤は、平面視正方形で説明したが、多角形、円形、楕円形、直線と曲線を組
み合わせた外形形状等適宜であり、正多角形ではなく、長方形、菱形等適宜であり、且つ
植栽基盤の各種構成の個数、形状、大きさ（寸法）、位置などは上記実施例に限定さるも
のではなく、また、各種構成を植栽基盤に対して一体に成形する或いは別体で成形して組
み合わせる構成であっても良い。特に、第２実施例の筒状突出部は、育成材の載置厚さに
よって、様々選定できるようにしても良い。また、各種構成に関して、本発明の要旨の範
囲内において、不要なものは削除しても良い。更に、上記実施例では連通部を凹溝とし、
深さを異ならせているが、幅を異ならせる、数を異ならせる、これらの組み合わせで異な
らせる等適宜であり、必ずしも異ならせる必要もなく、更には無くても良い。
【００７７】
　例えば、図７（ａ）に示すように、植栽基盤３００を底部３０１に平面視円形の４個の
貯水又は保水用凹部３０２を４個形成し、図面視横に並ぶ貯水又は保水用凹部３０２相互
を幅の広い凹溝の広溝連通部３０３ａで連通し、図面視縦に並ぶ貯水又は保水用凹部３０
２相互を幅の狭い凹溝の狭溝連通部３０３ｂで連通すると共に、底部３０１の適宜箇所に
スリット状の孔３０４を複数形成する構成であっても良く、本実施例の植栽基盤を使用す
ることにより、育成材が粒径の場合であって落下することなく、確実に排水或いは通気が
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可能となる。
【００７８】
　また、図７（ｂ）に示すように、植栽基盤４００を底部４０１に平面視略円形で相互に
連通部４０３ａ、４０３ｂで連通してなる貯水又は保水用凹部４０２ａを４個形成し、図
面視横に並ぶ貯水又は保水用凹部４０２ａ相互を幅の広い凹溝の広溝連通部４０３ａで連
通し、図面視縦に並ぶ貯水又は保水用凹部４０２ａ相互を幅の狭い凹溝の狭溝連通部４０
３ｂで連通すると共に、貯水又は保水用凹部４０２ａと連通部４０３ａ、４０３ｂで囲ま
れた底部４０１に独立した貯水又は保水用凹部４０２ｂを形成すると共に、貯水又は保水
用凹部４０２ａには、平面視四角形状の筒状突出部４１３を形成してなる構成であっても
良く、本実施例の植栽基盤を使用することにより、植栽基盤の周りから先に水分が行き渡
らせることができると共に、孔を有さないため、別途孔開け加工が不要となり、より安価
に製造することが可能となる。尚、余剰水の排水或いは通気は、植栽基盤４００相互間の
隙間で行う構成となっている。
【００７９】
　また、図７（ｃ）に示すように、植栽基盤５００を底部５０１の四隅部分に平面視小さ
く、更に図面視横方向で向かい合う辺の略中央部近傍に平面視大きく、凹溝の全てが同じ
深さ及び幅の連通部５０３で連通された平面視四角形の貯水又は保水用凹部５０２ａを合
計６個形成し、他の底面５０１には丸状の孔５０４を複数形成し、周辺には連結部などが
存在しない側壁５１５を立設し、且つ図面視縦方向で向かい合う２辺の側壁５１５には給
水管を保持可能な凹部５１８が形成されており、更に、底部５０１に平面視円形で相互に
独立して形成された貯水又は保水用凹部５０２ｂが形成され、この貯水又は保水用凹部５
０２ｂからは筒状突出部５１３が突出形成されている構成であっても良く、本実施例の植
栽基盤を使用することにより、育成材を載置収納した状態、或いは育成材を載置収納し植
物を施した状態で敷設面へもって行くことができ、施工性が向上すると共に、水分が行き
渡りにくい給水管から慣れた位置に貯水又は保水用凹部５０２ａ、５０２ｂが存在するこ
とから、植栽基盤全体に水分を行き渡らすことが可能となる。
【００８０】
　また、図７（ｄ）に示すように、平面視長方形の植栽基盤６００の底部６０１に図面視
横に３個、縦に４個に並んで合計１２個の平面視四角形のそれぞれ独立した貯水又は保水
用凹部６０２を形成し、これを真空成形で形成する構成であっても良く、本実施例の植栽
基盤を使用することにより、更に安価な植栽基盤を製造することが可能となる。
【００８１】
　また、給水管の配設方法は適宜であり、従来通り、緑化エリア外に給水管を配設し、必
要箇所から緑化エリア内に給水管を入り込ませる構成であっても良く、また、電磁弁収納
部材もなくても良い。更には、図８に示すように水源近くに電磁弁を並べて、必要系統数
を緑化エリアまで配管用のカバー２２５内に収納した状態で配設し、それぞれの配管を緑
化エリア内に導く構成であっても良い。
【００８２】
　また、図９に示すように、例えば第２実施例の場合、植栽基盤２００に入り込んだ給水
管２１９のあばれを防ぐための給水管保持部材２２２を筒状突出部２１３に設けても良く
、安定した給水管２１９の配設が可能となる。この給水管保持部材２２２は、図に示すよ
うに給水管２１９を保持する細長状の基部２２３と、基部２２３の長手方向両端に下方に
屈曲し、植栽基盤２００の筒状突出部２１３に係合する係合部２２４を有し、筒状突出部
２１３に係合部２２４を係合させる（突き刺す）ことにより、基部２２３の下端で給水管
２１９を保持する構成となっており、確実に、安定して給水管２１９を保持することが可
能となっている。
【００８３】
　また、本発明の緑化エリアのボーダー部処理構造として、例えば第２実施例の植栽基盤
２００を使用した場合、例えば図１０（ａ）の切断箇所Ｓ１、Ｓ２にて切断し、図１０（
ｂ）に示すように外側の２つの外側切断片２３０ａ及び中央の１つの中央切断片２３０ｂ
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が形成される。尚、三分割の中央切断片２３０ｂに関しては、後述する外側切断片２３０
ａの被せ時に邪魔となる側壁等が不要なため、切断箇所Ｓ２を切断することにより側壁を
切断する。
【００８４】
　以上からなる中央切断片２３０ｂに覆い被せるように重ね合わせ、且つ１対の外側切断
片２３０ａの切断箇所か略接するように配置することにより、図１０（ｃ）に示すように
貯水又は保水用凹部、連通部、筒状突出部が位置決め効果を発揮して図面上横幅の小さい
植栽基盤２００ａが作られる。この植栽基盤２００ａをボーダー部に設置しても良い。
【００８５】
　更に、図面上高さを小さくしたい場合は、図１０（ｄ）に示すような切断箇所にて切断
して、図１０（ｅ）に示すように新たな切断片２３０ａ及び２３０ｂを形成し、これらを
組み合わせることにより、図１０（ｆ）に示すように幅及び高さの小さい植栽基盤２００
ｂが形成され、この植栽基盤２００ｂをボーダー部に設置しても良い。
【００８６】
　以上のように、様々な幅及び高さの植栽基盤を作ることが可能であるため、正規の植栽
基盤２００と縁部である見切り材、建物の壁、パラペット等との間に残余空間が存在した
としても、簡易に対応することが可能となり、様々な緑化エリアを形成することが可能と
なる。
【００８７】
　尚、上記緑化エリアのボーダー部処理構造は、必要に応じて外側切断片２３０ａ相互の
接合部に接着テープ等で接着しても良く、より強固なボーダー部の植栽基盤を形成するこ
とが出来ると共に、より確実に育成材の流出を防止することができる。
【００８８】
　以上、上記構成の緑化エリアのボーダー部処理構造を採用することにより、粒状の育成
材は、側壁の突き合わせ部分にて流出を防止すると共に、貯水又は保水用凹部は突き合わ
せ部分においても、下に存在する中央切断片２３０ａにより、確実に機能を維持すること
が可能となる。
【００８９】
　尚、緑化エリアのボーダー部処理構造について説明したが、必ずしも外側切断片２３０
ａの切断箇所相互が略接する必要はなく、離れていても良い。また、逆に外側切断片２３
０ａの切断箇所相互が接しており、接着テープなどで接着することにより、中央切断片２
３０ｂを使用しない構成であっても良い。また、中央切断片２３０ｂを外側切断片２３０
ａ上に被せるように重ねる構成であっても良く、植栽基盤底面と敷設面に段差が生じるこ
とがなく、好適である。また、分割片は必ずしも３つである必要はなく、組み合わせる分
割片は２つ以上であれば、全て含まれる。
【００９０】
　また、植栽基盤自体を真空成形にて形成すると安価で好適であるが、必ずしも真空成形
で行う必要はなく、射出成形等であっても良く、また、材質も樹脂である必要なく、鋼板
、石材、木材、発泡材等適宜であり、例えば鋼板なら絞り加工、曲げ加工や溶接、組立等
により成形する等適宜である。
【００９１】
　尚、樹脂などの射出成型の場合は、例えば連通部を凹溝にする必要はなく、例えば貯水
又は保水用凹部の側部相互を連通する孔であっても良く、孔の高さ、径、形状、数、これ
らの組み合わせを異ならせる等適宜であり、必ずしも異ならせる必要もない。更に、連通
部を不織布等毛細管現象が起こる部材を貯水又は保水用凹部相互間に配置する構成であっ
ても良く、これら毛細管現象が起こる部材を変更する、或いは部材の幅、厚さを変更する
等適宜である。
【００９２】
　また、貯水又は保水用凹部は、貯水又は保水可能であれば全て含まれ、貯水の場合は、
例えば底部上に仕切板を設けてその上に育成材を充填する、或いは育成材をマット或いは
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凹部に水分を貯留可能な構造であれば良く、また、保水の場合は、植栽基盤自体に粒状の
育成材を充填することにより、保水する或いは、育成材とは異なる保水材を貯水又は保水
用凹部に充填或いは設ける構成とし、貯水又は保水用凹部に水分を保持可能な構造であれ
ば良い。
【００９３】
　また、第２実施例の鉤状連結部は必須条件ではなく、無くても良い。更に、鉤状である
必要はなく、様々な連結構造も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　本発明の植栽基盤は、建築物の屋上、屋根、ベランダ等の人工地盤上に緑化エリアを形
成しうる植栽基盤に利用することができる。
【符号の説明】
【００９５】
１００、２００、３００、４００、５００、６００・・・植栽基盤
１０１、２０１、３０１、４０１、５０１、６０１・・・底部
１０２、２０２、３０２、４０２、５０２、６０２・・・貯水又は保水用凹部
１０３、２０３、３０３、４０３、５０３・・・連通部
１０４、２０４、３０４、５０４・・・孔
１０５、２０５・・・敷設面
１０６、２０６・・・育成材
１０７、２０７・・・植物
１０８、２０８・・・緑化エリア
１０９、２０９・・・見切り材
２１１・・・面状部
２１２・・・経路部
２１３、４１３、５１３・・・筒状突出部
２１４・・・補強用突状部
２１５、５１５・・・側壁
２１６・・・鉤状連結部
２１７・・・切断部
２１８、５１８・・・凹部
２１９・・・給水管
２２０・・・電磁弁収納部材
２２１・・・電磁弁
２２２・・・給水管保持部材
２２３・・・基部
２２４・・・係合部
２２５・・・配管用カバー
２３０・・・切断片
Ｓ・・・切断線
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